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●研究内容
親水鎖もしくは疎水鎖を有するポリマーをブレン

ドした溶液から基板表面に薄膜を形成し、外部環境
を変化させて濡れ性の挙動を観察。親水鎖と疎水鎖
を併せ持つポリマーでも同様の機能発現が期待され
るが、ブレンドした場合はブレンド比を多様に調整
して濡れ性が切り替わるタイミングを規定できる。
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材料分野濡れ性が連続的に変化

疎水性から親水性へ連続的に濡れ性が変化

●特徴
親水鎖もしくは疎水鎖を有するポリマーから得ら

れる薄膜の表面は、外部環境に応答してポリマー鎖
の偏析や膜内部への潜り込みを示す。これらの機能
をもつポリマーをブレンドすると表面の濡れ性を疎
水性から親水性まで連続的に変化できる。

濡れ性、薄膜、表面改質、水分、応答
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